
26・12・1 ダイヤルイン番号が混雑している場合は、代表
番号（042・492・5111）へおかけください。 ４

12 月 ３ 日 ㈬ か ら ９ 日 ㈫ は 障 害 者 週 間 で す
　障害者週間は、障害者の福祉について、国民の間に広く関心と理
解を深めるとともに、障害のある方の自立と社会参加を促し、取り
巻く課題への理解と認識を高めるために制定されたものです。
　誰もが共に、安心して暮らせる地域社会の実現を目指しましょう。

問合せ　障害福祉課障害福祉係☎ 497・2073

　障害のある方や難病にかかっている方のなかには、心臓・腎臓な
どの内部障害や、聴力・視力・発達障害・高次脳機能障害など、見
た目からは分かりにくい障害がある方がたくさんいます。
　そのような方に対して、「優先席を譲る」「点字ブロックの上に自
転車などを置かない」「困っている方に声を掛ける」など周囲の人が
ちょっとした心配りをすることで、生活のしづらさを軽減すること
ができます。市では、障害のある方が地域で安心して暮らしていく
ために、困った際に周囲の配慮や手助けをお願いしやすくするため
の「ヘルプマーク」や「ヘルプカード」を配布しています。

　義足や人工関節
使用の方、内部障
害や難病の方、妊
娠初期の方など、
援助や配慮が必要
なことを知らせる
ため、都が作成し
たマークです。

　障害のある人が普段から身に付
けておくことで、緊急時や災害時
などの困った際に、周囲の配慮や

　まちで見かける障害者に関するマークには、主に下表のようなも
のがあります。皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

◆ご存じですか？ ヘルプマーク・ヘルプカード

◆障害者に関するマーク

☆ヘルプマーク ☆ヘルプカード

誰もがお互いを尊重し助け合える社会を目指して

ボランティア袋を無料配布 講

演

会

な

ど

の

企

画

を

し

ま

せ

ん

か
？

ア

イ

レ

ッ

ク

ま

つ

り

実

行

委

員

を

募

集

衆
議
院
議
員
選
挙
に
伴
う

公
共
施
設
臨
時
休
館

女
性
の
た
め
の
再
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

毎
年
10
月
に
開
催
し
、
来
年

で
20
回
目
を
迎
え
る「
２
０
１
５

（
第
20
回
）ア
イ
レ
ッ
ク
ま
つ
り
」

の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

実
行
委
員
は
、
公
募
に
よ
る
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性
や

男
性
で
す
。
月
１
・
２
回
、
２
時

間
程
度
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

か
ら
、
講
演
会
や
映
画
上
映
、
展

示
、
バ
ザ
ー
な
ど
の
企
画
に
つ
い

て
話
し
合
う
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
知
り
合
い
に
な
り
、
地
域

の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、保
育
も
あ
り
ま
す
の
で
、

一
、
交
差
点
な
ど
で
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

　
　
青
信
号
で
も
右
・
左
の
安
全
確
認
を
し
ま

　
　
し
ょ
う

二
、
通
り
慣
れ
た
道
こ
そ
気
を
引
き
し
め
て
周

　
　
囲
の
車
や
人
の
動
き
を
よ
く
見
ま
し
ょ
う

三
、
横
断
歩
道
の
な
い
通
り
で
の
無
理
な
横
断

　
　
は
や
め
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

東
村
山
警
察
署
交
通
総
務
係
☎
042
・

393
・
０
１
１
０（
内
線
４
１
１
３
）

子
育
て
中
の
方
も
参
加
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
・
参
加
し
て
み

た
い
方
は
、
ぜ
ひ
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

12
月
26
日
ま
で
に
電
話

で
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎

495
・
７
０
０
２
へ

▪「
ア
イ
レ
ッ
ク
ま
つ
り
」と
は

　

１
９
９
５
年
10
月
に
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー（
愛
称「
ア
イ
レ

ッ
ク
」）
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
、
そ
の
拠
点
施
設
で

あ
る
ア
イ
レ
ッ
ク
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
市
民
か
ら
な
る
実
行

委
員
会
が
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

毎
年
実
行
委
員
が
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
か
ら
、
こ
の
機
会
に

広
め
た
い
こ
と
・
伝
え
た
い
こ
と

・
日
ご
ろ
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
皆
で
話
し

合
い
、
想お

も

い
を「
カ
タ
チ
」
に
し

て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
講
演
会
、
映
画
上
映
、

登
録
団
体
の
パ
ネ
ル
展
示
・
バ
ザ

ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

年 末 年 始 の ご み 収 集 日 程

高齢者の死亡事故多発！

月日曜日
可燃
ごみ

不燃
ごみ

容器包装
プラスチ
ック類

古紙・古布・
ダンボール びん・かん

12
月

20 土
休み

21 日
22 月 収集
23 火 西地区収集 火曜日地域収集
24 水 収集 水曜日地域収集
25 木 収集 木曜日地域収集
26 金 東地区収集 東地区収集 金曜日地域収集
27 土

休み
28 日
29 月 臨時収集
30
～
4

火
～
日

年末年始休み

27
年
１
月

5 月 収集
6 火 西地区収集 火曜日地域収集
7 水 収集 水曜日地域収集

※ 12 月 23 日㈫に火曜日収集地域、24 日㈬に水曜日収集地域のび
　ん・かん臨時収集を行います。
※可燃ごみのみ、12 月 29 日㈪に臨時収集します。午前８時までに
　お出しください。
※せん定枝と落ち葉は、12 月 22 日㈪が年内最終収集日 で す。
※粗大ごみの年内回収の受け付けは、12 月 19 日㈮までです。12 月
　22 日㈪以後の受け付け分は、平成 27 年１月５日㈪以降の回収に
　なります。なお、ごみ減量推進課への持ち込みは、12 月 26 日㈮
　午前中までです。
※１月の不燃ごみ収集日は、第２・４金曜日（ ９日・23 日）＝東地区、
　第３・５金曜日（16 日・30 日）＝西地区です。
東地区＝上清戸、中清戸、下清戸、下宿、旭が丘、中里三～六丁目
西地区＝元町、中里一・二丁目、野塩、松山、竹丘、梅園

問合せ　ごみ減量推進課☎ 493・3750

　市では、落ち葉を入れる
ボランティア袋を申請によ
り無料配布しています。12
月中に限り、毎週月曜日に
ペットボトル置き場横に出
してください。（個人宅の
落ち葉も可。吸い殻などは
除いてください）
申請・配布期間　12 月中
申請場所　ごみ減量推進課
・市民課・各地域市民セン
ター・消費生活センター
問合せ　ごみ減量推進課☎
493・3750

ヘルプマーク ヘルプカード
※上記のヘルプカードは、清瀬市の場合です。他の自治体では、様式が異なる場合
がありますので、ご注意ください。

手助けをお願
いしやすくす
るため、市が
作成したもの
です。

―
①
パ
ソ
コ
ン
講
座
「
エ
ク
セ
ル

　

入
門
」（
全
４
回
）
②
応
募
書

　

類
の
書
き
方
・
面
接
に
つ
い
て

　
（
全
２
回
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
再
就
職
を
考
え
て
い
る
女
性

で
、
全
講
座
参
加
可
能
で
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力
の
で
き
る

方
。
先
着
20
人

日
時　

①
平
成
27
年
１
月
13
日

㈫
・
14
日
㈬
・
20
日
㈫
・
21
日
㈬

②
１
月
28
日
㈬
、
２
月
４
日
㈬
。

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

①
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
②

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

講
師　

①
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

Ｉ
Ｔ
講
習
会
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

②
モ
ア
フ
レ
ン
ズ
代
表
取
締
役
・

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

小
澤

佳
代
子
氏

※
保
育（
６
か
月
～
就
学
前
・
先

着
10
人
）を
希
望
の
方
は
事
前

に
左
記
へ
電
話
予
約
。

申
込
み　

12
月
１
日
か
ら
の
平
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
電
話
で

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎
495
・

７
０
０
２
へ

　
12
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
は
下
宿
・

竹
丘
・
中
里
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、

下
宿
・
野
塩
・
竹
丘
図
書
館
が
休

館
、
12
月
14
日
㈰
は
松
山
・
野
塩

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
が
臨
時
休
館

と
な
り
ま
す
。

※
休
館
中
は
、
施
設
の
予
約
（
抽

選
・
随
時
）
及
び
使
用
料
の
支
払

い
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課
☎
495
・
７
０
０
１
（
図
書
館

に
つ
い
て
は
中
央
図
書
館
☎
493
・

４
３
２
６
）

　
障
害
者

週
間
の
関

連
事
業
と

し
て
、
障

害
の
あ
る

方
が
作
成

し
た
作
品

作
品
展
示
・
事
業
所
紹
介

を
行
い
ま
す

展
示
や
、
市
内
事
業
所
の
紹
介
を

行
い
ま
す
。

日
時　

①
12
月
２
日
㈫
～
７
日
㈰

②
12
月
３
日
㈬
～
９
日
㈫

場
所　

①
ク
レ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
ク
レ
ア
ビ
ル
４
階
）
②
市
役
所

１
階
ロ
ビ
ー

※
①
は
主
に
事
業
所
紹
介
、
②
は

主
に
作
品
展
示
。
い
ず
れ
も
直
接

会
場
へ
。

問
合
せ　

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉

係
☎
497
・
２
０
７
３

名称 概要 問合せ

障害者のための国際
シンボル
マーク

障害者が利用できる建物・施設であることを
明確に表すための世界共通のシンボルマー
クです。マークの使用は国際リハビリテー
ション協会の「使用指針」で定められてい
ます。このマークは「すべての障害者を対
象」としたもので、車いすを利用する障害者
を限定し、使用されるものではありません。

㈶日本障害者リハビ
リテーション協会☎
03・5273・0601

身体障害者
標識

肢体不自由であることを理由に免許に条件
を付されている方が運転する車に表示する
マークで、マークの表示については、努力義
務となっています。 警察庁☎ 03・3581

・0141
聴覚障害者
標識

聴覚障害者であることを理由に免許に条件
を付されている方が運転する車に表示する
マークで、マークの表示については、義務と
なっています。

盲人のための
国際シンボル
マーク

世界盲人会連合で 1984 年に制定された盲人
のための世界共通のマークです。

社会福祉法人日
本盲人福祉委員
会 ☎ 03・5291・
7885

耳マーク 聞こえが不自由なことを表す、国内で使用さ
れているマークです。

一般社団法人全日
本難聴者・中途失
聴者団体連合会☎
03・3225・5600

ほじょ犬
マーク

身体障害者補助犬同伴の啓発のためのマー
クです。身体障害者補助犬とは、盲導犬・介
助犬・聴導犬のことを言います。

厚生労働省社会・
擁護局障害保健
福祉部企画課自
立支援振興室☎
03・5253・1111

オストメイト
マーク

人工肛門・人工膀胱（ぼうこう）を造設してい
る方（オストメイト）のための設備があること
を表しています。オストメイト対応のトイレの
入口・案内誘導プレートに表示されています。

公益社団法人日
本オストミー協
会 ☎ 03・5670・
7681

ハート・
プラス
マーク

心臓・呼吸機能・腎臓・膀胱・直腸・小腸・
肝臓・免疫機能の障害などの、「身体内部に
障害がある人」を表しています。

特定非営利活動
法 人 ハ ー ト・ プ
ラスの会　 052・
718・1581


